
サイバーポート（港湾インフラ分野）機能拡張概要
対象港湾の拡大 別紙１

○令和５年４月１２日に先行10港※を対象に運用開始しています。
○令和６年３月２５日に国際戦略港湾、国際拠点港湾及び重要港湾の全125港に拡大しました。

＜GIS上での125港表示＞
GIS上での施設位置図、港湾計画図、施設情報の表示例

マーククリックで

港湾名、港湾管理者等を表示

※10港：苫小牧港、横浜港、新潟港、清水港、神戸港、和歌山下津港、広島港、高知港、北九州港、下関港 ※権限により表示が異なる場合があります。



サイバーポート（港湾インフラ分野）機能拡張概要
ボーリング情報の表示

○国土地盤情報データベース（一般財団法人国土地盤情報センター）及び国土地盤情報検索サイト｢KuniJiban｣（国土研究開発法人土木
研究所）との連携によりGIS上にボーリング情報を表示できるようになりました。

○対象の位置をクリックすることで、国土地盤情報データベース及び｢KuniJiban｣ に登録される情報を閲覧できます。

対象をクリッでボーリング情報を閲覧可能

追加

別紙１

※権限により表示が異なる場合があります。



サイバーポート（港湾インフラ分野）機能拡張概要
ハザードマップの表示

○ハザードマップポータル（国土交通省 水管理・国土保全局、国土地理院）のオープンデータを利用し、GIS上に津波及び高潮による浸水
想定を表示できるようになりました。

追加

別紙１

※権限により表示が異なる場合があります。



サイバーポート（港湾インフラ分野）機能拡張概要
みなとオアシスの表示 別紙１

○GIS上にみなとオアシスの施設情報を表示できるようになりました。代表施設を赤、構成施設を黄色で表示しています。
○シンボルマークをクリックすることで、そのみなとオアシスの情報が掲載されているHPのリンクが表示されます。

※みなとオアシス：地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加による地域振興の取
り組みが継続的に行われる施設として、国土交通省港湾局長が申請に基づき登録するもの。（ https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk1_000001.html ）

※ GIS（地理情報システム）：位置に関する様々な情報を持ったデータを加工／管理したり、地図の作成や高度な分析などを行うシステム技術。
※権限により表示が異なる場合があります。

クリックで関連URLの表示

追加



サイバーポート統合ポータルサイト

○サイバーポート３分野（港湾物流分野、港湾管理分野、港湾インフラ分野）の情報を集約した統合ポータルサイトを開設しました。
○各分野のポータルサイト、利用登録申請及びお問い合わせへ接続が可能です。

別紙２

サイバーポート統合ポータルサイト：https://www.cyber-port.mlit.go.jp/

分野毎の説明にあるリンクから
・ポータルサイト
・利用登録申請
・お問い合わせ が可能

ここから各分野への
・利用登録申請
・お問い合わせが可能



サイバーポート（港湾インフラ分野）ポータルサイト

○サイバーポート（港湾インフラ分野）のポータルサイトをリニューアルしました。

別紙３

サイバーポート（港湾インフラ分野）ポータルサイト：https://www.cyber-port.mlit.go.jp/infra/

【お知らせ】

リリースやメンテナンスなどのお
知らせを掲載。

【システム概要】

構築目的、主な実装機能、今後
のスケジュールなどを紹介。

【操作説明書】
詳細な操作説明書を掲載。

【地図画面（GIS）】
GIS画面上で各港湾、各施設の
様々なインフラ情報を閲覧可能。

※利用者の属性に応じて閲覧できる情報、使用できる機能が異なります。

【ダッシュボード】

GIS画面上で表示されている各施設を対
象として、任意の条件で集計し、ダッシュ
ボードを表示可能。

【サポート】

よくいただくご質問と回答を「Q＆A」として
掲載。

ユーザ登録済みの方は【ログイン】
からサインイン。
ユーザ登録せず利用する場合は
【無償版】から利用規約に同意する
ことで利用可能。

ユーザ登録を希望される方は【利
用登録申請】から申請。
利用方法等に関する問い合わせ
は【お問い合わせ】より必須事項
を入力し送信。


